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１．新マンション時代の特異性 

 
①マンション需給システムの大構造変化 
②長期持続している大量供給 
③大量需要の顕在化、複相化 

 
２．都心回帰基調の強まり 

 
①地価・建築費・事業金利の激落＝分譲価格の下落 
②都心ブランド地価神話の復活（都心ニュータウンの優位性） 
③都市再生政策のフォロー 

 
３．良き市場競争の展開 

 
①価格低下を伴った高水準の供給増加 
②マンション質のグレードアップ 
③新興企業、新規進出企業の増加と高成長 

 
４．新需要者意識・新購入モチベーションの発生 

 
①公庫利用者指標の変化 
②超低金利、取得促進税制、生前贈与 
③シングル、シルバー、団塊ジュニア、衝動買い 

 
５．供給企画の多様化、提案企画 

 
①オーダーメイド、SI、億ション、コンパクト 
②情報化、先端技術の採用 

マンション市場の現状と今後の動向 
― 新マンション時代の特異性 ― 

― “２００５年問題”とは何か ― 



③健康、子育て、ペット、環境共生、温泉、オール電化 
６．急増する大規模・超高層物件 

 
①工場跡地開発型 
②駅前再開発型 
③公的セクター用地の代替開発型 

 
７．急増する未発売物件・戸数 

 
①減らない着工戸数 
②企業別供給計画 
③期分け販売の増加（1 回 20～30％） 

 
８．販売競争の激化（ＳＰ戦略の重要性） 

 
①湾岸戦（みなとみらい～品川・港・中央～幕張） 
②空中戦（超高層物件） 
③地上戦（500 戸超の大型物件） 
④ゲリラ戦（100 戸以下の中小規模物件） 

 
９．“２００５年問題” ─ これからも続く 

 
①大規模、超高層物件の完成在庫増 
②供給可能 20 万戸、超高層 12 万戸 
③先行した用地取得 
④建築コストの上昇 
⑤営業力の弱体化検証 
⑥供給空白地域の減少 

 
１０．マンション事業の課題と行方 
 

①マンションライフスタイルへの対応 
②居住だけではない都心マンション 
③反マンション思想には正面突破策 
























